
播磨高原東小・中学校
在り方検討会だより

令和６年１０月１８日に、第２回在り方検討会を開催しました。
第２回検討会では、小規模校を存続する場合の事例と組合立学校の在り方に
関するアンケートの調査項目について検討し意見交換を行いました。

「播磨高原東小・中学校在り方検討会だより」は、校区にお住まいの皆様に、
話し合いの経過や学校の現状などをお知らせする広報誌です。

発行 播磨高原東小学校及び播磨高原東中学校の在り方検討会
（事務局：播磨高原広域事務組合教育委員会事務局 教育総務課）

第２号 令和６年１１月７日発行

～第２回検討会での主なご意見～

〇小規模校が取り組んでいる事例について

・ICTを活用し、小規模校同士でオンライン授業などの学校行事を行っています。
‣播磨高原東小学校・中学校でもICTを活用した教育を行っています。
‣修学旅行前に西栗栖小学校とのオンライン授業を行い、一緒に修学旅行へ行
きました。

・小規模特認校制度を導入すると、児童生徒の数が増えるのではないか。
‣播磨高原広域事務組合として制度を導入するなら、たつの市と上郡町との協
議が必要になります。

＞＞＞第２回在り方検討会の会議内容については、播磨高原広域事務組合ホームページに掲載しています
【 裏面へ続く 】

〇アンケート調査項目について

・アンケート集計結果が今後の、検討会の方向性を決める重要なものになる。

・組合立学校の現状と今後だけではなく、SPring-8-Ⅱへのアップグレードなど
播磨科学公園都市の今後の見通しを入れるべき。

・アンケート調査はどのように行われるのか。
‣調査票を紙で配布し、同封の返信用封筒を使用し郵送にて回答する。

・アンケートの実施や配布はどのように行うのか。
‣１１月１０日に市町の広報誌を配布時に全世帯に送付します。

・播磨高原東小・中学校を卒業した高校生等にも意見を聞くような質問を入れた
方が良い。

12月20日（金）までにアンケートの回答を
お願いいたします。



星のお話会
９月2 6日、ＳＡＳ(サイエンス アドベンチャースクール)

の取組として、時政典孝さんをお招きして「太陽のお話会」を行いました。
子どもたちは、太陽や宇宙の話に興味津々でした。時政さんには、11月に行
う「星の観望会」でもお世話になります。なお、県立大学附属中高等学校の
天文部の皆さんが協力してくれます。

播磨高原東中学校 第２７回 体育祭
９月１４日（土）、播磨高原東中学校 第２７回 体育祭が開催されました。熱中症
対策の視点から、例年よりも開始時間を１時間早めて実施した体育祭。朝早い開始に
もかかわらず、多くの来賓の方々、保護者、地域の方々、卒業生に観覧していただき、
盛大に開催することができました。スローガンを「～ Ｋ１ＧＰ ～」とし、高原東中
学校の体育祭の歴史の中で１番の体育祭にすることを目標に、短い練習期間の中、全
校生徒が気持ちと力を合わせ、まさに「１番」の体育祭を創り上げました。

修学旅行
６年生が、１０月３日、４日に修学旅行（京都･奈良方面）に行きました。出

発前日には、５年生が中心となって「いってらっしゃいの会」を開催してくれま
した。修学旅行には、６年生全員が元気に参加し、たくさん歩きましたが、学び
と思い出いっぱいの２日間でした。

たつの市 中学生サミット
新宮公民館にて、夏の一大イベントであるサミットが開催されました。高原東中
学校からも生徒が参加し、県立大教授「竹内和雄先生」がファシリテーターとなり
ソーシャルメディア研究会の大学生のサポートのもと、たつの市内中学校６校の生
徒会役員が集まり、話し合い活動をしました。ＳＮＳやタブレットの使用について
活発な意見交換が行われ、有意義な時間になりました。

播磨高原東中学校「高原の四季 ９月号」より

播磨高原東小学校「学校便り 令和６年１０月号」より
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